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令和４年 度事業 報 告書  

 

 

開発公社 を取り 巻 く吉祥寺 の事業 環 境 は、コ ロナ禍 前 の状況に 完全に は 戻

っていま せんが 、 まちのあ ちらこ ち らで新規 開店や 大 型イベン ト も再 開 する

など、厳 しいな が らも 生活 者の意 識 や行動に 前向き な 変化の兆 しを感 じ られ

るように なって き ました。開 発公社 と しても、こ うした 状 況を前向 きに捉 え 、

都市再生 推進法 人 として地 元の人 々 と力を合 わせ 、 ま ちの賑わ いに資 す る 新

たな取り 組みに 挑 戦しまし た 。  

 一方、 公社内 に 目を向け ると、 イ ンボイス 制度の 導 入を契機 とした 社 内 体

制の整備 や、事 業 運営の円 滑化を 図 るための 社則の 改 定、保有 不動産 の 今後

の在り方 検討な ど 、 対外的 な価値 の 創出とと もに、 開 発公社の 将来に つ なが

る施策に ついて も 積極的に 取り組 み ました 。  

 

 

１．業務 の概要  

１  きっ かけづ く り事業  

(1)  元町 通りテ ー ブル  

武蔵 野市 が 描く 「 歩い て楽 し い街 」 の創 出に つ なが る 公共 空間 利 活用

を念 頭に 、 元町 通 りに パラ ソ ルと テ ーブ ルセ ッ トを 設 え、 まち な かに 憩

いの 場を 創 出す る 実験 的プ ロ ジェ ク トを 、元 町 通り 商 店会 やコ ピ ス吉 祥

寺と とも に 実施 し まし た。 そ こで 得 た成 果と 知 見を ま ち場 と共 有 し、 令

和５年度 以降の 展 開を見据 え、継続 し て取り組 んで い ま す。[定款第４ 条

第１項第 １号事 業 ] 

(2)  吉祥 寺駅前 南 口暫定広 場活用  

「様 々な 交 流が 生 まれ 、歩 い て楽 し い居 心地 が 良い ま ち」 を目 指 して 、

駅前 のパ ブ リッ ク スペ ース を 活用 す る実 験的 な 取り 組 みを 、武 蔵 野市 及

び地 元商 店 会の 理 解の もと で 行い ま した 。こ ち らに つ いて も 令 和 ５年 度

以降の展 開を見 据 え、継続し て取り 組 んで いま す。[定款 第４条第 １項第

１号事業 ] 

(3)  吉祥 寺イー ス トサイド アクテ ィ ベーショ ン  

吉 祥 寺東 部 地 区 活 性 化 を 目 指 し 、 同 エ リ アで 活 動 す る 団 体 や事 業 者 な

どと協力 して「吉 祥 寺イース トサイ ド かるたプ ロジェ ク ト」に取り 組み、

完 成 した か る た を 活 か した イ ベ ン ト を 開 催し ま し た 。 今 回 の実 体 験 に よ

り 地 元商 店 会 が こ の イ ベン ト を 地 元 の 恒 例行 事 に し た い と 強く 要 望 さ れ 、

そ の ため の サ ポ ー ト を 行 い 、 来 年 か ら 商 店会 主 体 で 行 わ れ るこ と に な り

ました。 [定 款第４ 条第１項 第 ４号 事 業 ] 
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２  サポ ート事 業  

(1)  吉祥 寺来街 動 機等調査  

街のイン フラの 一 つとして 定着し て いる「 吉祥寺 フリー Wi-Fi」の 利用

価値 と 利便 性 向上 を図 る ため 、 来街 者に 対 して 吉 祥寺 のま と め情 報 の提

供と 来 街動 機 等 が 調査 で きる シ ステ ムを 導 入 し て いま すが 、 今年 度 も 吉

祥寺の貴 重な継 続 データ の 分析結 果 をまち場 と共有 し ました 。[定款 第４

条第１項 第５号 事 業 ] 

(2)  吉祥 寺ポッ プ アップス トアポ ー タル  

高層化 によ らな い 都市の 高度 利用 と して展 開中 の「 吉 祥寺ポ ップ アッ

プストア ポータ ル 」は 、今年 度もコ ロナ過で 事業者 の 意欲はあ っても 実

績につな がりま せ んでした 。まち場 の状況の 変化を 契 機として 再チャ レ

ンジしま す。 [定款 第４条第 １項第 ４ 号事業 ] 

(3) ＧＲＥＥＮ Ｉ ＮＧ広場  

Ｇ Ｒ Ｅ Ｅ Ｎ Ｉ Ｎ Ｇ 広 場 は 順 調 に 市 民 の 憩 い の 場 と し て 利 用 さ れ る よ

うになっ てきま し た。まちづ くりに おける緑 と花の 存 在の啓発 と、商業

施設内の 広場で あ るＧＲＥ ＥＮＩ Ｎ Ｇ広場を よりア ピ ールすべ く、座学

と植え替 え体験 イ ベントを 実施 し 、参 加者の好 評を博 し ました。[定 款第

４条第１ 項第２ 号 事業 ] 

(4)  まち づくり 活 動等支援 助成金  

コ ロ ナ禍 の 苦 境 だ か ら こそ ま ち 場 を 支 え ると い う 考 え 方 を 今年 度 も 継

続し、地域 団体等 が実施す る地域 活 性化事業 やまち づ くりに関 する活 動

を支援し ました 。 [定款第４ 条第１ 項 第４号事 業 ] 

 

３  不動 産管理 運 営 事業  

(1) 開発公社ビ ル （エフエ フビル ） 管理運営 業務  

時代 の ニー ズに 応 じた ビ ル経 営を 実 践し 、 まち の拠 点 ビル と して 、ま

ちの賑わ い創出 の 一翼を担 うとい う 意識で取 り組ん で います。今 年度の

目玉とし て、Ａ棟 地下１階 の大型 区 画 のテナ ント開 業 に向けた 取り組 み

とともに、地下飲 食店街や ＧＲＥ Ｅ ＮＩＮＧ 広場へ の 誘因を図 る空間 デ

ザインに ついて も 取り組み ました。公社がリ ーシン グ する区画 の空き 状

況 は 、 年 度 末 時 点 で 比 較 的 小 規 模 の １ 区 画 の み と な っ て い ま す 。    

[定款第４条 第１項 第 ６号事 業 ] 

(2) 開発公社第 ２ ・第３・ 第４ビ ル 管理運営 業務  

年 度末 時 点 で 各ビ ル とも に 空 き 区画 は あり ま せ ん 。今 後 も収 益 物 件と

して維持 するた め 、必要な設 備更新 を適宜行 うとと も に、持続可 能なビ

ル経営を 図りま す 。 [定款第４ 条第１ 項第 ６号 事業 ] 

(3) スイングビ ル 管理運営 業務  

年度 末 時点 で 空き 区画 は あり ま せん 。吉 祥 寺以 外 で運 営す る 価値 ある
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不動 産 とし て 、他 のビ ル と同 様 に老 朽化 を 踏ま え 、将 来を 見 据え た 対応

を検討す る必要 が あります 。 [定款第 ４条第１ 項第 ６ 号 事業 ] 

(4) 吉祥寺駅前 共 同ビル管 理運営 業 務  

ビルの筆 頭株主 と して、コ ロナ禍 で の テナン トのフ ォ ローや ビ ルの価

値向上に 取り組 ん でいます 。 [定款第 ４条第１ 項第 ６ 号 事業 ] 

(5) レンタル事 業  

シェ ア プラ ッ トフ ォー ム 活用 や 利用 申込 シ ステ ム の導 入な ど で利 用促

進を 図 り、 商 業の 賑わ い 創出 を 図る とと も に、 収 益面 でも 寄 与す べ く取

り組みま した。  [定款第４ 条第１ 項 第６号事 業 ] 

 

R 0 4年 度

実 績  

吉 祥 寺 デ ッ キ  ﾁ ｬ ﾚ ﾝ ｼ ﾞ ﾏ ﾙ ｼ ｪ  Ａ ３ ワ ゴ ン  Ｐ Ｌ ｷﾞ ｬ ﾗ ﾘ ｰ  Ｂ 棟 ｺｰ ﾅ ｰ  

実 績  前 年 比  実 績  前 年 比  実 績  前 年 比  実 績  前 年 比  実 績  前 年 比  

利 用 日 数  1 3 5  9 2 . 5 %  1 6 2  9 4 . 2 %  2 4 5  7 7 . 3 %  7 0  1 6 6 . 7 %  7 9  1 7 9 . 5 %  

 

 

２．管理 ・運営 事 項  

(1) 公益目的支 出 計画実施 報告書 の 提出  

移行 後 ９回 目 の公 益目 的 支出 計 画実 施報 告 書を 、 理事 会及 び 評議 員会

の承認を 得たの ち、令和４年 ６月 30 日に東京都 公益認 定 等委員会 へ提出

しました 。引き 続 き着実に 公益事 業 を実施し ていき ま す。  

(2) 組織運営  

ア  事務 局体制  

３ 年連 続 の 定年 退 職 を踏 ま え 、将 来 を 見据 え た 人材 の 育 成や 業務

の安定性 確保に 取 り組んで います 。  

イ  開発 公社社 則 等の改定  

組 織と し て のガ バ ナ ンス を 維 持し つ つ 、精 緻 か つ迅 速 な 運営 方法

等 の 変 更 が で き る 体 制 と す る こ と で 、 組 織 運 営 の 円 滑 化 を 図 る べ

く改定を 実施 し ま した。  

ウ  イン ボイス 制 度対応  

消 費 税 の 適 格 な 納 税 を 促 す 同 制 度 が 導 入 さ れ た 場 合 の 公 社 事 業 へ

の 影 響 を 整 理 し 、 対 象 者 を 分 類 し 、 対 象 者 ご と に 適 し た 対 応 を 順

次行って います 。  


